
 

 

 

 現在の世界が抱える重大問題は「地球環境の破壊」です。地球の温暖化、食糧の不足と大量放棄、移民と経済格差問題、プラスチックによる海水汚染、そして異常気象などがメインテーマなのですが、しかしこれらはすべてが

つながっています。強欲な人間たち、とりわけ欧米や日本などの「先進国」と呼ばれる国々が、豊かさと贅沢を求め続けた結果なのです。先進国では際限のない贅沢が求められる一方で、貧しい国々では貧困と環境破壊が積もり

続けており、今や先進国の技術開発が「地球という人類の生命線」までも攻撃をしているのです。今年の地球環境を守るための世界の会議であるＣＯＰ２６は、何の成果を上げることができませんでした。しかし明るいニュー

スがあります。それは「あなた達次の時代の主役たちが世界中で声を上げている」というニュースです。「毎日新聞」の記事を表に張り付け、「最大の問題はどこにあるのか」という記事を裏面に貼り付けます。２０

２１年の仕上げの知識として位置づけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 12月 25日 第 35巻 32号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

「ＳＤＧｓという最低限

度の目的達成に尽くしま

しょう」という掛け声の

もとで、ＥＵを中心に、

地球環境を守る運動が盛

り上がっています。【右】

【左】あなた達の教科書

にも載っている事柄で

す。 

➡しかし・・・残念ながら

【右下】へ 

【左】「人新世」とは、世界中のすべての資

源を人間が支配し破壊できる時代になって

いることを指します。若い胃斉藤氏は「Ｓ

ＤＧsでは地球も人類も持たない」という考

えをとっておられ、館長も全く同じ立場で

す。森は農民として、今の「物欲に狂った

社会」を眺めつづけた人生を送ってきてい

ますので、斉藤さんが主張されている、「経

済発展を最優先する社会を求めないで、循

環型の農業や自然を大切にする社会、つま

り地球を大切にする考えを根底に据えない

かぎり人類に未来はない」という考えに賛 

成です。 

 この本の経済理論は難解ですが、「電気自

動車をつくっても環境の保護にはならない」

とか「南アメリカのチリやアフリカのコンゴ

でのレアメタルの採掘が続く限りは地球は

壊れ続ける」とか「あなた達は毎週キャッシ

ュカード１枚分のプラスチックごみを食べ

ている」などという、最初の１００ページは

小学生でも読めます。志成館の本立てに置い

ておきますので手に取ってください。 

【左】 北極圏で摂氏３８度、カリフォルニ

アで摂氏５４度、イタリアで４８度という恐

るべき温度は、人類の生末（いくすえ）を暗

示していると考えた方が自然でしょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一体何が問題なのか？ 

そのすべてがアメリカ合衆国の独善＝アメ

リカの思い通りに世界を支配して、アメリ

カ人さえぜいたくな暮らしができればよい

というものの考えにあるのです。 

【上】アメリカは、自

分の言いなりになる国

だけが「自由で民主主

義的である」と宣伝を

して、自分の国の方針

や価値観に反対する

国々は、どこでも「人

権侵害の自由がない国

である」と批判してい

るのですが、一体この

言説は本当なのでしょ

うか？まずここから疑

う必要があります。 

【上】アメリカ合衆国やＥＵや日本などの工業先進国は

２００年も前から地球を破壊し続けています。特にここ

３０年間はひどいものです。他方でようやく経済が発展

しつつある中国などの貧しかった国々は、ようやくまと

もに生活できる状況に近づきつつあります。このような

貧しい国々に対して先進国が二酸化炭素を排出しないよ

うに求めても受け入れられるはずはありません。加えて

アメリカは、そのような国に対して、反民主主義である

と主張して「経済制裁」を科しているのですから、ＣＯ

Ｐ２６ははじめからまとまる可能性などありません 

【下】中国だけではなく、お隣の韓国も、そしてアメリカに近い中米のホンジュラスやニカラグアそして南米のペルーやチリも「反アメリカ合衆国」へ動いているのです。アメリカが強欲すぎるからなのです。 

【下】アメリカ合衆国の問題が家庭の問題となんの

関係があるのか？と思わないでください。 アメリ

カ合衆国が日本をいじめ→日本の政治家を脅し→政

治家が日本の官僚をいじめ→アメリカに押しつぶさ

れている日本企業はあなた達の両親を苦しめ→仕事

が大変で時間もない家庭で親は苦しみ→十分なお金

もゆとりの時間もないない追い詰められた親が子供

たちに無言のプレッシャーをかけ→その親に子供た

ちは反抗をしているのです。すべてがつながってい 

るのです。 

➡ですから親子＝家族は助け合わなければならない

のです。そして今の時代に不合理さをしっかりと理 

解したうえで、社会変革が必要なのです。 
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